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ご協力ありがとうございました！

表紙の写真

輝け！未来の鉄人！！
　表紙の写真は、ジュニアトラ
イアスロン大会でのスイム競技
を終えて、バイク競技に向かう
際の一コマです。
　ゴール目指して懸命に挑む子
どもたちの姿は、とても力強く
鉄人そのものでした。

今月の主な内容

Ｐ４～５
　４つの経済対策事業

Ｐ６～７
　防災意識を高めましょう！
　佐渡市総合防災訓練

Ｐ１２～１３（情報かわら版）
　保育園・認定こども園・幼稚
園の入園児童募集

便利です！
市報は、いつでもどこで
もあなたのそばに・・・
　市ホームページ、マイ広報紙、
マチイロアプリ（ＱＲコード）か
らもご覧いただけます。

　

９
月
３
日
(日)
に
、
今
年
で
29
回
目
と
な

る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

お
お
よ
そ
2
，
1
０
０
人
の
鉄
人
が
、
自

分
の
力
を
信
じ
、
過
酷
な
コ
ー
ス
に
挑
み

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
急
な
雨
に
よ
り
、
選
手
た
ち

を
苦
し
め
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
沿

道
か
ら
の
暖
か
い
声
援
を
受
け
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

前
日
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
未
来
の
鉄
人
た
ち

が
大
き
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
、
多
く
の
方

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

インタビュー
　ジュニアの「キッズ」と「ちびっこ」クラスに

参加した赤泊地区の渡邉兄弟！

　トレーニングをして、この大会に臨んだ。表彰

台に上がりたかった。来年はジュニアクラスになるが、頑

張って表彰台に上がりたい。（兄の智貴さん左）

　来年も出て１位を取りたい！（弟の綾汰さん右）

インタビュー
　ジュニアのキッズクラスに出

場した水谷彩奈さん（長岡市）

　いっぱい練習をしてきた。

キッズクラス女子の部で２連覇できた

ので良かった。３連覇を目指したい。
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インタビュー

　受付から後片付けまで、４日間ボランティア

に参加した新潟医療福祉大学の学生の皆さん

（三宮ウォーターステーションにて）

　ウォーターステーションの運営は初めて参加したが、

とても楽しい！

　選手に「ありがとう～！」って言われる、その言葉がと

ても嬉しい。

　疲れているにもかかわらず、選手の笑顔がとても印

象的でした。

　頑張っている姿に心を打たれた。

2017佐渡国際トライアスロン大会

「暖かい声援・大会のサポート」
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対象店舗　市内事業者で登録申し込みをした店舗
販 売 数　22,500セット（上限：１人につき、３セットまで）

　12月から商品券を販売します。
　お申し込み方法などは、チラシや市ホームページなどでお知らせします。

 市内の事業者の皆さまへ　
　プレミアム商品券が利用できる市内の店舗を募集します！（登録料　無料）
　商品券は、一部の商品・サービスを除き、原則あらゆる店舗などで利用できますが、事前に市
に登録をしていただく必要があります。
　登録申込書に必要事項を記入し、10月25日（水）までに地域振興課へお申し込みください。

お問い合わせ
　産業観光部地域振興課　商工振興係　☎６３―４１５２

　クレジットカード決済が可能な島内店舗を増やすため、クレジット端末機を
導入する店舗を支援します。
補助率　１台当たりの導入経費の50％（千円未満切り捨て）

　お申し込み方法などは、対象者に個別にご案内します。
お問い合わせ
　産業観光部地域振興課　商工振興係　☎６３―４１５２

（プレミアム商品券発行事業）

プレミアム率40％のお得な商品券を発行！

（クレジット端末導入支援事業）

クレジットカードの決済端末導入を支援！

地域経済の活性化を目的に、経済対策事業を行います。

『４つの経済対策事業』地域経済の活性化を支援！

現金5,000円で･･･
商品券7,000円分！

プレミアム率

４０％!!

経済対策その１

経済対策その2
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　事業所が受ける融資で、必要とする利子を市が助成します。
対  象  者　佐渡市融資制度の融資決定をうけ、平成29年度中に融資の実行がされる事業所
助  成  率　100％（融資実行時に一括助成）
助成方法　融資の際、借入必要額に対する利子相当額を事業者へ助成します。
　　　　　（事業主は、借入必要額から利子相当額を差し引いた分が実際の借入額となります。）
受付期間　11月1日（水）～12月28日（木）

　公民館分館活動のために使用している施設のうち、地域防災計画上の
避難所に指定された施設の修繕・改修経費（屋根、外壁、各室、玄関、
階段、トイレなど）の一部を助成します。
　対象施設の代表者には、すでに個別にご案内していますので、新規で
の受付はいたしておりません。
お問い合わせ
　教育委員会社会教育課　社会教育係　☎６６―４１６０

　お申し込み方法など、詳細はお問い合わせください。
お問い合わせ
　産業観光部地域振興課　商工振興係　☎６３―４１５２

（制度融資利子助成事業）

融資を受ける際の負担を軽減！

（地域の拠点施設等整備支援事業）

公民館活動などに使用している施設整備！

利子助成のイメージ

借入必要額

借入必要額

借主負担

返済総額（借主負担）

借主負担

融　資

融　資

融　資

利 子

利子相当額

この分、事業者負担が軽減します
利子

通常の融資

利子助成後

市助成

融資額の減額
実際の返済

※この利子助成のほか、信用保証料の全額補給があります。

市が利子相当額を助
成することで、実際の
借入額が少なくなり、
事業者の負担が軽減！

経済対策その3

経済対策その4
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地震が発生したときは、まず安全確保行動１―２―３

提供　効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議（http://www.shakeout.jp/)

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は

　

地
震
の
際
の
安
全
行
動
「
ま
ず
低
く
、

頭
を
守
り
、
動
か
な
い
」
を
、
確
認
す
る

訓
練
で
す
。　

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
、
誰
で
も
ど

こ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
訓
練
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。訓

練
内
容

（
安
全
確
保
行
動
１
―
２
―
３
）

　

午
前
９
時
の
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

吹
鳴
後
、
「
安
全
確
保
行
動
１
―
２
―

３
」
を
１
分
間
実
施
し
ま
す
。

　

自
宅
・
職
場
な
ど
そ
の
時
い
る
場
所

で
、
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
音
声
案

内
に
従
っ
て
上
図
の
動
作
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

参
加
方
法

　

11
月
１
日
(水)
ま
で
に
次
の
方
法
で
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
で
参
加
登
録

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
入
力
フ
ォ
ー

ム
か
ら
参
加
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
参
加
登
録

　

個
人
の
場
合
は
氏
名
、
団
体
の
場
合
は

団
体
名
と
担
当
者
名
、
参
加
人
数
を
記
入

し
、
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
参
加
」
と

明
記
し
て
、
防
災
管
財
課
防
災
安
全
係

（
FAX 
63
―
３
３
０
０
）
へ
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

※
個
人
で
の
登
録
と
、
団
体
登
録
の
重
複
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

　

防
災
訓
練
当
日
の
午
前
９
時
に
、
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ
び
戸
別
受
信
機
で
、
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
な
ど

と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

当
日
は
、
会
場
周
辺
で
航
空
機
や
車
両

を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
、
騒

音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
訓
練
内
容

・
炊
き
出
し
訓
練

　

炊
き
出
し
の
試
食
が
で
き
ま
す
。

・
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練

　

自
衛
隊
な
ど
が
協
力
し
救
出
し
ま
す
。

・
市
街
地
建
物
火
災
消
火
訓
練

　

消
防
署
と
消
防
団
が
放
水
訓
練
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
逃
げ
遅

れ
者
を
救
助
し
ま
す
。

・
防
災
体
験
型
訓
練

　

は
し
ご
車
試
乗
体
験
や
消
火
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

緊
急
車
両
、
防
災
用
品
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

・
津
波
避
難
訓
練

　

沿
岸
部
の
津
波
避
難
訓
練
を
、
参
加
す

る
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
行
い
ま
す
。

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
！
佐
渡
市
総
合
防
災
訓
練

　

地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
の
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
と
、
津
波
か
ら
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
日
時　
11
月
５
日
(日)　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
　
会
場　
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
周
辺
（
窪
田
75
番
地
１
）

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
覚
え
よ
う
！

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
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避難の３原則

さまざまな訓練の観覧や体験ができます！（昨年の両津地区会場の様子）

①想定にとらわれるな　②状況下において最善を尽くせ
③率先して避難者となれ

地域防災力を高めるために！
日ごろからご家庭や地域で防災につい

て話し合いましょう！

自分の命は
自分で守る

お問い合わせ　総務部防災管財課　防災安全係　☎６３―３１２５

自分と家族

自助

まちの安全は
みんなで守る

隣近所・町内会
・自主防災会

共助

救助・救援活動、災害
に強い地域の基盤整備

市・警察
・消防など

公助

炊き出し訓練 災害対策本部訓練

海上保安本部のヘリコプターによる救助訓練 自衛隊による倒壊家屋救出訓練
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広報担当がいく！

しまの話題とるっちゃ～。

　世界各地で佐渡情報の発信などに努めてもらうため、佐渡を拠点に
国内外で活躍している太鼓芸能集団「鼓童」を、「ビジット佐渡大使」

に任命しました。
　任命式は、今年で30周年を迎えるアー
ス・セレブレーションお祝いライブの観客
約1,200人が見守る中で行われました。
　豊かな自然や伝統文化などを持つ、
宝の島「佐渡」が世界に伝わるよう期待
しています。
※ビジット：訪問する
　アンバサダー：大使

　トップレベルの技術指導を通して、スポーツに取
り組む意欲の向上と「ゆめ」を与えることを目的
に、新潟アルビレックスＢＢの選手2人によるミニ
バスケットボール教室が開催されました。
　参加した各ミニバスケットボールチームの選手
は、目を輝かせながら熱心に指導を受けました。
　ミニゲームでは、華麗なドリブルからのダンク
シュートなど、トップ選手の力を肌で感じ、あこが
れの選手に一歩近づいた参加者の皆さんでした。

　クリーンアップ大作戦（第2弾）大成功！！
　きれいな佐渡でトライアスロン参加者などをお
迎えするために、今年2回目となる「クリーンア
ップ大作戦」を市内６カ所で実施しました。
　総勢約420人が参加し、島民一丸となった「お
もてなしの心」を発信することができました。
　参加された皆さま、大変お疲れ様でした。
　引き続き、島民一丸となった環境美化活動のた
めに、日ごろから自宅まわりや事業所周辺の環境
美化にご協力をお願いします。

佐渡を世界にアピール！VISIT  SADO  AMBASSADOR（ビジット佐渡大使）任命佐渡を世界にアピール！VISIT  SADO  AMBASSADOR（ビジット佐渡大使）任命
ビジットビジット サ　ドサ　ド ア ン バ サ ダ ーア ン バ サ ダ ー

あこがれのトップ選手が目の前に！　「ゆめづくりスポーツ教室」開催あこがれのトップ選手が目の前に！　「ゆめづくりスポーツ教室」開催 8/268/26

8/208/20

おもてなしの心を発信おもてなしの心を発信 刈草やごみなど、約5トンを回
収！刈草やごみなど、約5トンを回
収！8/268/26
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8/268/26
　11月5日（日）に開催予定の「佐渡市環
境フェア2017」のプレイベントとして、美
しい島佐渡・エコアイランド推進協議会
主催による「佐渡環境ツアー in ドンデン
高原」が開催されました。
　ツアーガイドによる「ドンデン山での牛
放牧の歴史」や「高山植物」の説明など、
佐渡を代表するドンデン山の自然環境の
現状や変遷を改めて知る機会となりまし
た。
　参加者の皆さんは、大自然の散策を楽
しみながら心地よい汗を流していました。

大自然を肌で感じる「佐渡環境ツアー in ドンデン高原」開催大自然を肌で感じる「佐渡環境ツアー in ドンデン高原」開催

　両津吉井小学校の児童と
　　新潟大学の学生が交流活動
　新潟大学教育学部の佐渡実習が両津吉井小学校で行われ、
文化祭の学習発表会で披露する「鬼太鼓」を児童と一緒に学
びました。
　地域の方から踊り方について丁寧に指導があり、学生からは
「難しい・・・」との声が聞こえてきましたが、一生懸命に児童
とともに練習する姿にとても微笑ましい気持ちになりました。
　伝統芸能を通じて、地域への愛着やほこりを胸に刻んでほし
いですね。

　沢根漁港で、「活魚に触れよう！地引網体験イベント」が開催され、島内外からの参加者14人が、共同作業によ
る地引網を体験しました。
　初めて地引網を体験する方もいて、「重い・・・大変・・・」と声がこぼれていましたが、どんな魚が捕れるか、楽
しみにしながらみんなで網を引き揚
げました。
　長い網をたぐりよせ、魚が見えると
一気に疲れを忘れ、捕れた魚にくぎ付
けで、カメラで撮影したり、笑顔いっ
ぱいの皆さんでした。
　捕れた魚は持ち帰り、美味しくいた
だいたようです。

ふるさと学「伝統芸能」を学ぶふるさと学「伝統芸能」を学ぶ 9/79/7

とったぞー！力を合わせて地引網とったぞー！力を合わせて地引網 9/169/16
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障
が
い
の
あ
る
方
が
、
毎
日
の
作
業
や

余
暇
活
動
を
通
し
て
製
作
し
た
作
品
の
展

示
・
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
園
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

10
月
22
日
(日)

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

岩
の
平
園
・
第
二
岩
の
平
園

　

（
上
新
穂
１
２
５
６
番
地
）

　

作
品
展
示
・
バ
ザ
ー
、
催
し
物
、
模
擬

店
、
福
祉
バ
ザ
ー
な
ど

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
送
迎
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
二
岩
の
平
園　

☎
22
―
４
１
６
５

　

11
月
５
日
(日)　

正
午
〜
午
後
４
時

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　

（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
吹
奏
楽
演
奏

　

（
佐
和
田
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
）

　

環
境
講
演　

イ
ル
カ
さ
ん

　

「
ま
あ
る
い
地
球
の
仲
間
た
ち

　
　
　
　
　
　
　

 

ｉ
ｎ
佐
渡
２
０
１
７
」

※
講
演
の
み
で
歌
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

佐
渡
環
境
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
表
彰

　

佐
渡
え
こ
ク
イ
ズ
大
会

　

リ
サ
イ
ク
ル
用
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　

環
境
講
演
は
事
前
に
お
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。
10
月
25
日
(水)
ま
で

に
①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号

を
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
・　

美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
事
務
局
（
市
民
福
祉
部

環
境
対
策
課　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係
）

　

☎
63
―
３
１
１
３

　
　

63
―
２
７
５
０

　

 kankyo-kouenkai

　
　
　
　
　

@
city.sado.niigata.jp

　

風
時
代
の
名
曲
を
中
心
と
し
た
、
プ
レ

ミ
ア
ム
ラ
イ
ブ
で
す
。

　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）
午
後
５
時
か
ら

　

（
開
場　

午
後
４
時
30
分
）

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　

大
ホ
ー
ル
（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

　

６
，
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
な
ど
の
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
絶
賛
販
売
中
！

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　

☎
52
―
２
０
０
１

有
　
料
　
広
　
告

お
　
知
　
ら
　
せ

INFORMATION

マ
ー
ク
の
説
明

かわら版かわら版情
報

催
　
　
し

佐
渡
市
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
７

第
34
回
岩
の
平
園
祭

伊
勢
正
三 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
１
７

　
　
　
〜
風
が
聴
こ
え
る
〜
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　日時 休館日 会場
　対象者 料金（記載がないときは無料）
　定員 内容 持ち物
　講師 その他 締め切り
　申し込み 　問い合わせ
　FAX 　電子メール

イルカさんが講演！



　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。市ホームページで募集内容をお知らせしています。
　 10月31日（火）午後５時
入居予定　11月下旬
　・　建設部建設課　住宅・都市計画係 　☎６３―５１１８
　　　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口

両津

金井
新穂
小木
羽茂
赤泊

1
1
1
1
1
1
1

木造2階共同建て
耐火構造3階建て
木造2階共同建て
木造平屋一戸建て
木造2階共同建て
木造平屋一戸建て
木造2階長屋建て

21,500～42,200
24,300～47,700
18,800～36,900
18,400～36,100
36,000【定額】
45,000【定額】
33,000【定額】

H5
H16
H9
H5
H9
H8
H17

2LDK
2LDK
3DK
3DK
2LDK
4LDK
1LDK

原黒住宅1
白山第１住宅（3階）
木戸沢第3住宅（1階）
青木第2住宅
木野浦団地
天沢住宅2
小熊住宅

公営住宅の入居者を募集します

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し
い
働
き
方
と

し
、
在
宅
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
や
実
践
的
な

作
業
を
体
験
で
き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
在
宅
ワ
ー
ク
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

　

11
月
５
日
(日)　

午
後
２
時
〜
４
時　
　

　

11
月
６
日
(月)　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
（
両
日
と
も
同
じ
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
）

　
ｏ
ｎ 

ｔ
ｈ
ｅ　

美
一

　

（
河
原
田
諏
訪
町
２
０
７
番
地
76
）

　

在
宅
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
や
登
録
方
法
、

実
戦
練
習
、
個
別
相
談
な
ど
。

　

生
後
６
カ
月
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ま

を
お
預
か
り
す
る
保
育
ル
ー
ム
を
開
設

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン

　

10
月
30
日
(月) 

※
参
加
人
数
が
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
開
催

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・　

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

雇
用
促
進
係　

☎
63
―
４
１
５
２

　

11
月
11
日
(土)　

午
後
１
時
か
ら

コ
ー
ス　
赤
泊
港
北
埠
頭
ス
タ
ー
ト
〜
羽

茂
地
区
〜
小
木
地
区
〜
南
佐
渡
消
防
署

ゴ
ー
ル
（
６
区
間　

全
長
25
㎞
）

　

中
学
生
以
上
の
方
で
、
１
チ
ー
ム
６
人

　

先
着
40
チ
ー
ム

　

10
月
31
日
(火)

　
・　

南
佐
渡
消
防
署　

救
急
・
救
助
係

　

☎
88
―
３
１
１
９

有
　
料
　
広
　
告

第
３
回
テ
レ
ワ
ー
ク

　
（
在
宅
ワ
ー
ク
）セ
ミ
ナ
ー

募　
　

集

「
第
33
回
南
佐
渡
防
火
駅
伝

大
会
」参
加
チ
ー
ム
募
集
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幼
稚
園
の
入
園
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
、
子
ど
も
若
者

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
11
月
１
日
(水)
〜
30
日
(木)

授
業
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分
（
平
日
）

授
業
料　
月
額
９
，
０
０
０
円
を
上
限
と

し
て
、
課
税
状
況
に
よ
り
金
額
が
確
定

し
ま
す
。
（
授
業
料
の
ほ
か
に
給
食

費
・
教
材
費
な
ど
が
必
要
で
す
。
）

　
　

た
だ
し
、
同
時
在
園
の
二
子
目
以
降
お

よ
び
在
園
児
の
兄
姉
が
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
の
年
齢
の
範
囲
に
い
る

場
合
、
在
園
児
の
授
業
料
は
無
料
で
す
。

あ
い
か
わ
幼
稚
園

　

（
相
川
一
町
目
裏
町
５
番
地
２
）

　

満
３
歳
児
〜
満
５
歳
児

　

（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜

　
　

平
成
27
年
４
月
１
日
生
）

※
３
歳
に
達
し
た
日
か
ら
入
園
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
・　

あ
い
か
わ
幼
稚
園

　

☎
74
―
３
２
３
４

さ
わ
た
幼
稚
園

　

（
河
原
田
本
町
２
６
２
番
地
）

　

満
５
歳
児
の
み

　

（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
、
保
育
を

必
要
と
す
る
児
童

 

入
園
手
続
き
に
つ
い
て

新
規
入
園
を
希
望
す
る
方

　

「
認
定
兼
入
園
申
請
書
」
と
、
「
保
育

を
必
要
と
す
る
証
明
書
類
（
就
労
証
明

等
）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
や
保
育
園
の
入
園
に
つ
い
て

の
詳
し
い
内
容
は
、
10
月
23
日
(月)
に
、
各

保
育
園
や
子
ど
も
若
者
課
、
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

継
続
入
園
を
希
望
す
る
方

　

継
続
入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
以

降
、
現
在
通
園
し
て
い
る
保
育
園
を
通
じ

て
継
続
入
園
用
の
申
込
用
紙
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
歳
以
上
で
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
児
教
育
を
希

望
す
る
児
童
は
、
直
接
認
定
こ
ど
も
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

　

11
月
１
日
(水)
〜
30
日
(木)

保
育
料　
保
育
料
は
、
保
護
者
な
ど
の
課

税
状
況
に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
同
時
在
園
の
二
子
目
以
降
お
よ
び

在
園
児
の
兄
姉
が
、
小
学
校
１
年
生
か

ら
３
年
生
の
年
齢
の
範
囲
に
い
る
場

合
、
在
園
児
の
保
育
料
は
無
料
で
す
。

注
意
事
項　
希
望
者
多
数
で
保
育
園
の
定

員
を
超
え
る
な
ど
の
場
合
は
、
保
育
の

必
要
性
の
事
由
に
よ
っ
て
は
、
希
望
の

保
育
園
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
　

各
保
育
園
の
受
け
入
れ
年
齢
な
ど
の

詳
細
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
・　

市
民
福
祉
部
子
ど
も
若
者
課

　

園
児
支
援
係　

☎
63
―
３
１
２
６

　

ま
た
は
、
各
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

　
　

平
成
25
年
４
月
１
日
生
）

　
・　

さ
わ
た
幼
稚
園

　

☎
52
―
３
３
３
３

小
木
幼
稚
園

　

（
小
木
町
１
５
２
２
番
地
）

　

満
５
歳
児
の
み

　

（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜

　
　

平
成
25
年
４
月
１
日
生
）

※
共
働
き
な
ど
で
ご
家
庭
に
見
て
く
れ
る
方
が
い

な
い
園
児
に
つ
い
て
は
、
希
望
に
よ
り
小
木
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
午
後
６
時
ま
で
預
か
り

保
育
を
実
施
し
ま
す
。

　

・　

小
木
幼
稚
園　

☎
86
―
２
４
０
３

　

市
民
福
祉
部
子
ど
も
若
者
課

　

園
児
支
援
係　

☎
63
―
３
１
２
６

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
幼
稚
園
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す

○
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
を
希
望
す
る
方

○
幼
稚
園
の
利
用
を
希
望
す
る
方

平
成
30
年
度 募　

　

集
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地区 名　　称 所　在　地 電話番号 定員 乳児保育受入年齢

地区 名　　称 所　在　地 電話番号 定員 乳児保育受入年齢

地区 名　　称 所　在　地 電話番号 定員 開所・閉所時間 乳児保育受入年齢

地区 名　　称 所　在　地 電話番号 定員 開所・閉所時間 乳児保育受入年齢

※１　平成30年４月１日に両尾保育園、河崎保育園、椎崎保育園、湊保育園は統合し、両津東保育園となります。

※２　真野第２保育園は公設民営の保育園です。

両津

相川

佐和田

金井

畑野

真野
小木
赤泊

両津東保育園※1　　
夷保育園
吉井保育園
梅津保育園
稲鯨保育園
たかち保育園
相川保育園
河原田保育園
八幡保育園
金井保育園
畑野保育園
川西保育園
多田保育園
真野第２保育園※2　　
小木保育園
赤泊保育園

住吉280番地1
両津夷347番地
上横山723番地3
梅津2341番地1
橘30番地2
高千1011番地1
相川南沢町158番地
中原479番地1
八幡1533番地2
千種丙202番地1
畑野甲518番地1
宮川1060番地1
多田979番地2
西三川1070番地1
小木町1522番地
赤泊282番地3

未定
27-3403
27-6446
27-2824
76-2710
78-2152
74-2244
52-2247
52-2680
63-2227
66-2082
66-2463
67-2272
58-2235
86-2153
87-2379

生後６カ月を過ぎた翌月から
乳児保育なし

生後６カ月を過ぎた翌月から

150
70
45
110
45
30
90
100
60
200
95
60
20
20
70
90

○公立保育園

両津
水津保育園
海府保育園

水津126番地2
鷲崎926番地

29-2153
26-2003

乳児保育なし
30
35

○へき地保育園

相川

佐和田

金井

新穂

真野

姫津保育園

双葉保育園

沢根保育園

平泉保育園

吉井隣保館

新穂トキっ子保育園

真野第１保育園

達者1832番地2

東大通8番地

沢根五十里1402番地1

泉甲507番地4

吉井本郷480番地

新穂瓜生屋359番地1

吉岡912番地1

75-2120

57-2818

52-6613

63-2024

63-6898

22-2148

55-2133

7:30～18:00
(土曜日は11:30まで)
7:30～20:00
(土曜日は18:00まで)
7:30～19:00
(土曜日は19:00まで)
7:15～19:15
(土曜日は18:00まで)
7:30～18:00
(土曜日は原則正午まで)
7:00～19:00
(土曜日は19:00まで)
7:00～19:00
(土曜日は18:30まで)

生後3カ月を過
ぎた翌月から

生後6カ月から

生後２カ月から

産休明けから

生後8カ月を過
ぎた翌月から
生後2カ月を過
ぎた翌月から
生後2カ月を過
ぎた翌月から

45

120

40

100

50

150

150

○私立保育園

羽茂 羽茂こども園 羽茂本郷803番地1 88-2355 7:30～19:00
(土曜日は18:00まで) 生後６カ月から113

○私立認定こども園
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両津

相川

佐和田

金井

小木

羽茂

地区 相談日 時　間 会　場
10月23日(月)
11月  7日(火)

11月10日(金)

10月27日(金)

11月10日(金)

10月18日(水)

11月15日(水)

両津福祉センターしゃくなげ

あいかわ開発総合センター

佐渡中央会館

金井コミュニティセンター

小木多目的集会施設
（あゆす会館）

羽茂農村環境改善センター

13:00～16:00

9:00～12:00

9:00～12:00

13:00～16:00

13:30～16:30

13:30～16:30

　

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

感
じ
て
、
お
悩
み
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
６
日
(月)　

午
前
９
時
〜
正
午

　

小
木
地
区
公
民
館

　

（
小
木
町
１
９
４
０
番
地
１
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員　

柴
田　

博
文
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

本
間　

直
美
さ
ん

※
予
約
制
の
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
場

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定
面
積
以

上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
け
出
を
す
る
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
て
い
た
り
、
偽
り
の
届

け
出
を
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
法
定
面
積

・
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　

５
，
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

　

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

※
個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
い
場
合
で
も
、
総
面

積
が
法
定
面
積
以
上
に
な
る
場
合
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。

○
届
出
義
務
者　
土
地
の
権
利
取
得
者

　

（
売
買
で
あ
れ
ば
買
主
）

○
届
出
期
限　
契
約
（
予
約
含
む
）
の
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

新
潟
県
地
価
調
査
結
果
が

　
　
　
　
公
表
さ
れ
ま
し
た

　
　

平
成
29
年
度
の
新
潟
県
地
価
調
査

結
果
が
９
月
20
日
(水)
に
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

土
地
取
引
の
指
標
に
な
る
も
の
で

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

建
設
部
建
設
課　

住
宅
・
都
市
計
画
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

10
月
23
日
(月)
〜
27
日
(金)

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
63
―
６
９
８
７

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

10
月
23
日
(月)
〜
27
日
(金)

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

　

直
接
、
開
催
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
81
―
１
１
５
５

土
地
の
取
引
に
は

　
　
届
け
出
が
必
要
で
す

10
月
は
土
地
月
間

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

相　
　

談

お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所

心
配
ご
と
相
談
所
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「いじめを見逃さない。許さな
い。」を合言葉にして、学校、
家庭、地域が一緒になって子ど
もたちを見守り、いじめを見逃
さないようにしましょう。
　教育委員会学校教育課
　☎６６―４８９８

　

国
民
年
金
加
入
者
を
対
象
と
し
た
戸
別

年
金
相
談
を
10
月
中
旬
に
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
委
託

さ
れ
た
(株)
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
の
戸
別
訪
問

員
が
お
宅
に
伺
い
、
口
座
振
替
に
よ
る
保

険
料
の
割
引
制
度
や
、
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
等
の
国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
説

明
・
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

(株)
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
の
訪
問
員
は
、
訪

問
時
、
顔
写
真
付
き
の
訪
問
員
証
を
提
示

し
ま
す
。

　

新
潟
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
１
２

　

(株)
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
国
民
年
金
窓
口

　

☎
０
５
７
０
―
２
０
０
―
８
５
５

　

市
で
は
、
パ
ー
ト
や
契
約
社
員
な
ど
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
正
規
雇
用
化
を
促
進

す
る
た
め
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
か
ら
正

規
雇
用
労
働
者
に
転
換
し
た
事
業
主
に
対

し
、
国
と
連
携
し
、
国
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
助
成
金
（
正
社
員
化
コ
ー
ス
）
に
補
助

金
を
上
乗
せ
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

※
国
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
正
社
員
化
コ
ー

ス
）
を
採
択
さ
れ
た
事
業
主
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

雇
用
促
進
係　

☎
63
―
４
１
５
２

　

近
年
、
維
持
管
理
が
さ
れ
ず
、
雑
草
な

ど
が
生
い
茂
っ
た
樹
園
地
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

病
害
虫
の
発
生
源
と
な
り
、
周
辺
農
地

や
近
隣
住
民
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
樹
園
地
の
管
理
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
お
早
め
に
各
Ｊ

Ａ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
佐
渡
園
芸
振
興
課

　

☎
63
―
３
１
０
６

　
Ｊ
Ａ
羽
茂
営
農
課

　

☎
88
―
３
１
３
３

　

佐
渡
農
業
振
興
連
絡
会
園
芸
振
興
会

　

（
産
業
観
光
部
農
業
政
策
課

　

生
産
振
興
係
）　

☎
63
―
５
１
１
７

戸籍などの窓口で、タブレットへの入力による
申請手続きに変わります！

簡単

便利

10月17日（火）から

　「住民票の写し」や「印鑑登録証明書」などの証明書を発行する際に、『タブ
レット』を利用して申請書を作成するシステムが本庁・支所および行政サービス
センターの窓口で開始します。
　職員がお客さまから聞き取った内容をタブレットに入力し、お客さまには入力した内容を確認後、タ
ブレット画面に署名（印字された申請書に直接署名も可）していただくと、申請内容が印字された申請
書が作成され、同時に証明書の発行が行えます。
　このシステムにより、お客さまの書く手間を軽減し、証明書発行までの待ち時間が短くなります。
　なお、このシステムは本人が申請する以外の方は使用できません。その場合は、従来通り申請書を手
書きしていただくことが必要となりますので、ご了承ください。
　市民福祉部市民生活課　戸籍係　☎６３―５１１２

お
け
さ
柿
の
産
地
を
み
ん
な
で

守
り
ま
し
ょ
う
！

戸
別
訪
問
員
に
よ
る
国
民
年
金

制
度
説
明
を
実
施
し
ま
す

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
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　市内障がい福祉施設が相互理解と協同活動の
推進のためにネットワークを作りました。
　このコーナーでは、各施設の活動をご紹介しま
すので市民の皆さまもぜひご利用ください。

お問い合わせ　
　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係
　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

　愛らんど新穂では、利用者・スタッフ一同、「みんな仲間」を
合言葉に助け合いながら頑張っています。そして、作業する際
には、３つのしあわせ「美味しい しあわせ」「働く しあわせ」
「生きている しあわせ」を願って丹精込めて作っています。
　今回ご紹介するのは、お惣菜です。「おからチーズコロッケ」
や「厚揚げのあんかけ」など、ほかにも数種類ご用意して、皆さ
まのお越しをお待ちしています。
お問い合わせ
　障がい福祉サービス事業所　愛らんど新穂
　新穂潟上718番地　☎・FAX共通　６７―７５８１

　みんなでサポーター『授産さぽっちゃあ』に登録して、障がいのある方の「働く」を応援してください。
　お問い合わせ　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

第14回 おすすめの一品佐渡授産ネットワークからの
お知らせ

愛らんど新穂
お惣菜はじめました！

美味しさ溢れる「おからチーズコロッケ」

ご協力：聴
き
手
て
記
き
の会

第
６
回　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手
話
講
座

今
月
の
手
話
は
！

『
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』

　

予
定
の
確
認
な
ど
を
す
る
と
き
、そ
の
日
時
に
つ
い
て
「
来
週
の
日
曜
日
」

や
「
13
時
」
と
言
っ
た
り
、
時
間
を
尋
ね
た
時
に
「
７
時
５
分
前
」
と
言
っ

た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
は
、「
○
月
○
日
」「
午
後
１
時
」「
６
時
55
分
」

と
『
日
時
』
を
は
っ
き
り
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
手
話
が
で
き
な
い
人
と
話
す
と
き
は
口
の
動
き
を
読
む
の
で
、

「
１
」
と
「
７
」、「
４
日
」
と
「
８
日
」、「
タ
バ
コ
」
と
「
た
ま
ご
」
な
ど

も
区
別
し
に
く
い
で
す
。

　

曖
昧
な
表
現
で
は
な
く
、
は
っ
き
り
『
い
つ
、
何
時
』
と
わ
か
る
よ
う
に
、

面
倒
で
も
筆
談
か
指
で
表
現
す
る
こ
と
で
、き
ち
ん
と
情
報
が
伝
わ
り
ま
す
。

授 産 さ ぽ っ ち ゃ あ（障がい者授産品応援サポーター）募集！

②手を開いて、再び鼻の
ところまで持って行き、
上記と同じ動きをしな
がらお辞儀する。

※「お願い」という手話。２つ
を結び合わせて「よろしく
お願いします」の手話。

①握りこぶしを鼻のところ
まで持って行き、20セ
ンチくらい前方に動か
す。

※「良い」という手話。



　８月21日(月)～24日(木)、沖縄県石垣市を会場に
『離島甲子園』が開催され、全国の23自治体から
24チームが頂点を目指して競い合いました。
　市の代表として選抜された18人が「佐渡市中学
校選抜チーム」として出場し、トーナメント戦

で、対馬ヤマネコボーイズ（長崎県）と対戦し、
１対２と惜敗しましたが、交流戦では八丈島選抜
（東京都）と対戦し16対０で勝利しました。
　佐渡市選抜チームの優勝はかないませんでした
が、全国の仲間と交流を深め、レベルの高い試合を
経験することで大きく成長することができました。
　来年の第11回大会は、鹿児島県種子島で開催さ
れる予定です。引き続き、佐渡球児が全国で活躍
できるよう応援をお願いします。
お問い合わせ
　教育委員会社会教育課　社会体育係
　（サンテラ佐渡スーパーアリーナ内）
　☎６７―７６４５

　平成26年11月に地域おこし協力隊の業務を開始
し、早くも３年の月日がたちました。
　最初の３カ月は単身赴任でした。大きな屋敷に住
み、佐渡の冬の風には怖い思いもしましたが(おまけに
家は外便所！)ご近所のおばあちゃんが「あんた寂しく
ねぇか」と大根、白菜をたっくさん持ってきてくれて佐
渡の人の温かさに触れました。当たり前の近所の方の
声かけだったかもしれませんが、あいさつ以外どう
やって声をかけていいかわからなかった当時の私に
は、温かい救いの舟でした。
　佐渡中に知り合いができ佐渡おけさが踊れるように
なり、暮らしを楽しんでいますが、一向に慣れないこと
もあります。散々お世話になった方 と々のお別れです。

あまりに人の死が身近で
「高齢化社会ってこういう
ことなのか」と全然自分が
わかっていなかったという
ことに気がつきました。そ
の分、誰にも平等に訪れる
「死」を考えるようになり
「生」についても大切にし

たいと思うようになりました。
　自分がどういう生き方をしていくか、どうありたいの
か、自分との対話が増えたのは佐渡での時間のおかげ
だと思っています。
　10月末で協力隊は終わりますが、今後も移住者支
援業務に携わり、役所の立場ではできないサービスを
提供していくつもりです。これからも各方面の方々にご
指導いただくと思いますが、どうぞよろしくお願いしま
す。

お問い合わせ
　産業観光部地域振興課
　地域振興係　☎６３―４１５２

佐渡市中学校選抜チームへの応援ありがとうございました
国土交通大臣杯第10回全国離島交流中学生野球大会（離島甲子園）

空き家対策・ＵＩターン者サポート担当
熊野　礼美さん
（任期：平成 26年 11月～ 29年 10月末）

地域おこし協力隊  退任のごあいさつ

市報さど　平成29年10月号17

チーム一丸となって頑張ってきた選抜チームの皆さん

虫崎100人盆踊りサポートの皆さんと一緒に！



七
浦
小
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

今
　

七
浦
小
学
校
で
は
、地
域
に
学
ぶ
こ

と
を
通
し
て
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

し
、郷
土
愛
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
活
動
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

１
　
長
手
岬
清
掃

　

七
浦
の
特
長
と
い
え
ば
、変
化
に
富

ん
だ
海
辺
の
景
観
で
す
。そ
の
美
し
さ

は
、ま
さ
に
地
域
の
宝
で
す
。

　

し
か
し
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

生
ま
れ
た
時
か
ら
当
た
り
前
に
あ
る

も
の
で
あ
り
、貴
重
な
地
域
資
源
だ
と

い
う
認
識
は
、さ
ほ
ど
強
く
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
校
で
は
、毎
年
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
海

岸
清
掃
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。大
人

も
子
ど
も
も
、一
緒
に
な
っ
て
清
掃
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
し
て
、子
ど

も
た
ち
の
勤
労
観
を
育
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、環
境
美

化
を
通
じ
て
地
域

に
貢
献
で
き
た
満

足
感
が
、地
域
に

対
す
る
愛
着
に
つ

な
が
る
よ
う
に
働

き
か
け
を
工
夫
し

て
い
ま
す
。

２
　
民
謡
の
伝
承

　

運
動
会
で
は
、「
佐
渡
お
け
さ
」と
、七

浦
に
伝
わ
る「
七
浦
甚
句
」を
地
域
の
方

や
保
護
者
を
交
え
て
踊
り
ま
す
。

　

踊
り
は
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
運
動
会
前

に
全
校
児
童

に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　

七
浦
甚
句

を
演
奏
す
る

の
は
、
民
謡

ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
で

す
。
毎
週
月

曜
日
に
、
地

域
の
方
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
き
、発
表

に
向
け
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

夏
祭
り
や
文
化
祭
な
ど
の
機
会
に
、訪
れ

た
方
を
和
ま
す
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
気

持
ち
に
接
し
、地
域
芸
能
を
伝
承
す
る
活

動
を
通
し
て
、地
域
文
化
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、人
や
文
化
を
大
切
に
で
き
る
心

を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66―

４
８
９
８

教育委員会社会教育課

　

佐
和
田
地
区
公
民
館
で
は
、０
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

「
子
育
ち
、親
育
ち
学
級
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

会
場
は
佐
渡
中
央
会
館
な
ど
で
、毎
回
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
、参
加
費
は
無
料
、定

員
は
20
人
で
す
。

　

お
子
さ
ま
を
保
育
士
に
預
け
て
保
護
者
の

皆
さ
ま
が
学
ぶ
講
座
と
、お
子
さ
ま
と
一
緒

に
学
ぶ
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　

途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、多

く
の
皆
さ
ま
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
日
程
お
よ
び
講
師

10
月
19
日
(木)
（
託
児
付
き
）

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
（
講
話
）

　

村
田　

圭
さ
ん

11
月
２
日
(木)

　

ル
ー
チ
ェ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
（
親
子
体
操
）

　

原
田　

光
さ
ん

11
月
16
日
(木)
（
託
児
付
き
）

　

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　

吉
良
主
任
栄
養
士　

　

佐
和
田
地
区
公
民
館

　

☎
57
―
８
１
３
１

　

毎
月
第
３
日
曜
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る
た

め
、
家
庭
は
私
た
ち
の
大
切
な
居
場
所
で

あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

日
と
し
て
県
民
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育

成
運
動
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族
一
緒
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

　

（
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

子
育
ち
、
親
育
ち
学
級

　
　
　
　
　
（
佐
和
田
地
区
）

毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

あ
の
ま
ち
こ
の
ま
ち
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鶴
子
銀
山
(15) 
　
変
貌
す
る
村
々

　

鶴
子
銀
山
の
開
発
は
、そ
の
ふ
も
と
に

あ
っ
た
村
々
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。沢

根
か
ら
五
十
里
に
か
け
て
、銀
山
へ
の
諸

資
材
を
積
ん
だ
廻
船
が
あ
ふ
れ
、こ
れ
ら

を
あ
つ
か
う
問
屋
や
、銀
山
稼
ぎ
の
人
々

を
相
手
に
市
が
建
ち
並
び
、次
第
に
町
並

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

史
料
に
よ
る
と
、慶
長
３（
１
５
９
８
）

年
に
沢
根
町
が
で
き
た
と
あ
り（
一
説
に

慶
長
元
年
と
も
）、鶴
子
銀
山
に
坑
道
掘

り
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
時
期
に
重

な
り
ま
す
。

　

こ
の
年
に
は
、沢
根
の
甚
助
と
い
う
廻

船
主
が
、伏
見
城
作
事
御
用
材
で
あ
る
厚

さ
５
寸
・
長
さ
２
間
の
板
50
枚
を
、秋
田

か
ら
敦
賀
ま
で
運
ん
で
い
ま
す
。こ
の
ほ

か
、大
船
屋
半
右
衛
門
な
ど
有
力
な
廻
船

商
人
が
、沢
根
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。

　

慶
長
５（
１
６
０
０
）年
、窪
田
と
五
十

里
の
村
境
を
流
れ
る
荒
町
川
河
口
に
湊

が
開
か
れ
、外
海
府
な
ど
か
ら
金
銀
製
錬

に
必
要
な
炭
が
大
量
に
陸
揚
げ
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
が
、五
十
里
炭
屋
町
と
な
り

ま
す
。翌
年
、こ
こ
に
十
分
の
一
の
税
を
徴

収
す
る
番
所
が
お
か
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、沢
根
湊
の
方
が
、「
深
さ
五

尋
、海
底
砂
、船
六
、七
十
艘
掛
か
る
。西
風

は
余
程
大
風
に
て
も
当
た
ら
ず
、北
南
も
大

体
は
当
た
ら
ず
、東
風
の
み
悪
し
」（『
佐
渡

国
雑
誌
』）と
条
件
が
よ
く
、多
く
の
廻
船
が

集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

沢
根
の
北
側
の
海
岸
に
は
、大
小
廻
船
の
船

引
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。こ
こ
は「
七
場
」

と
呼
ば
れ
、の
ち
に「
質
場
」と
表
記
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。沢
根
町
に
は
、番
所

や
役
宅
、問
屋
が
次
々
と
お
か
れ
、ま
す
ま

す
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

　

８
月
24
日
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
、
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
関
係
者
、
新
潟
大
学
関
係
者
な

ど
27
人
が
集
ま
り
、
『
佐
渡
に
お
い
て
解

決
し
た
い
課
題
は
何
か
？
』
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
で
の
情
報
共
有
を
行
い
ま
し

た
。

　

ペ
ア
で
の
意
見
交
換
で
は
、
雇
用
や
交

通
マ
ナ
ー
、
後
継
者
不
足
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
と
解
決
す
る
の
か
を
今
後
も

考
え
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
最
大
の
特
徴
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
全
国
の

仲
間
と
つ
な
が
り
、
お
互
い
を
応
援
し
、

悩
み
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
と
、
交

流
が
生
ま
れ
、
つ
な
が
り
が
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
つ
な
が
り
こ
そ
が
、
佐

渡
の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
第
一
歩
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
じ
っ
く
り
佐
渡
の
課

題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
、

「
ジ
オ
パ
ー
ク

だ
け
で
は
な
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
佐
渡
を
覆
っ

て
ほ
し
い
」
と

い
う
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
み
ん

な
で
『
佐
渡
ジ

オ
パ
ー
ク
』
を

作
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
さ

ま
の
声
を
届
け

て
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

ジ
オ
パ
ー
ク
で
つ
な
が
り
を
生
み
出
そ
う

ペアになって、真剣に課題に
ついて、話し合いました

意見を出し合い、みんなで課題を共有

ジ
オ
パ
ー
ク
、推
進
日
記

78

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て和船が停泊している沢根湊（明治末頃）
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　本に親しみを持つ人々が少しで
も増えてほしいと願い、標語が作成
されました。
　とくに『恋』という言葉を使うこと
で、「若い世代の目にとまればいい
な、本の世界にときめいてくれるといいな」と考えた標
語です。

「読書週間」を機会に、本に恋してみませんか？
　読書週間に合わせて各図書館や図書室でイベント
を開催します。皆さんのお越しをお待ちしています。

　各図書館・図書室共通で、「わくわくシール倍増週間」
として、通常、図書２点につきシール１枚のところ、図
書１点でシールが１枚もらえます。（小学生以下対象）

イベント情報
中央図書館　☎63―2800
・11月12日（日）まで　リサイクル市　
両津図書館　☎27―4182
・11月４日（土）、５日(日)
　ハロウィンとしょかん
さわた図書館　☎57―2711
・10月27日（金）～11月22日（水）
　特別展示「家族みんなで眺めたい写真集」
真野図書館　☎55―2223
・11月14日（火）午後３時30分から
　おはなし会
小木図書館　☎86―3841
・10月27日（金）～11月30日（木）
　中学生がつくった図書館利用促進ポスターの掲示
新穂図書室　☎22―2075
・10月27日（金）～11月30日（木）
　読書☆すごろく
※各イベントの詳しい内容は、お問い合わせください。

　また、佐渡総合高校と佐渡中等教育学校の学生
に加えて、トキの分散飼育地である石川県の津幡
高校の学生が、トキの野生復帰について今後の10
年を考える未来提言を発表し、トキ関係者による
パネルディスカッションが行われ、みんなで生物
との共生について考えました。
　別会場では、長岡市や石川県能登地域、島根県
出雲市、兵庫県豊岡市、そして栃木県小山市の子
どもたちが、佐渡
の子どもたちと共
に生き物調査やビ
オトープ体験、ト
キの学習などを行
い、交流を深めま
した。

　産業観光部農業政策課　トキ保護係
（トキ交流会館内）☎２４―６０４０

　平成20年にトキの第１回放鳥が行われてから、
今年で10年目となります。
　この節目の年を迎え、8月19日(土)、金井コ
ミュニティセンターを会場に「田からもの（宝
物）未来会議」が開催され、約300人が参加しま
した。
　兵庫県豊岡市の中貝市長から、コウノトリの野
生復帰の取り組みについての講話や国際自然連合
日本委員会の渡邉綱男
会長から、佐渡のトキ
野生復帰の取り組みの
先進性についての講
話、タレントの大桃美
代子さんからは、自身
が取り組む生き物に優
しい農業について、お
話をいただきました。

秋の読書週間
(10月27日～11月9日)

次の10年を子どもたちと一緒に考える！

トキ野生復帰シンポジウム「田からもの（宝物）未来会議」開催！

「本に恋する季節です︕」

BOOK
図書館だより図書館だより

コウノトリの取り組みを
紹介する中貝豊岡市長

ビオトープ体験で交流

155トキ野生復帰にむけてトキ野生復帰にむけて
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編集後記
　まだまだ農繁期
が続きますが、読書
の秋、スポーツの秋
と、「秋」はとても過
ごしやすく、そしてさ
まざまなことにチャ
レンジしやすい季節
です。
　スポーツの秋で、
元気に冬を越せる体
にしたいと思ってい
ますが、やっぱり食
欲の秋が一番合って
いるようです。
　皆さんはどんな秋
を楽しみますか。

（Ｔ・Ｓ）

「 消 費 者 契 約 法 」
知っていますか？

～平成29年6月施行 一部改正されました～
お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時～午後４時　　☎５７－８１４３

消費者ホットライン　
☎１８８（嫌や！泣き寝入り）

い　や　や いや

《
消
費
者
契
約
法
と
は
・
・
・
》

　
先
月
に
引
き
続
き
、
６
月
に
一
部
改
正
さ
れ
た
「
消
費
者
契
約
法
」
に

つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
は
、
契
約
を
「
無
効
」
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

こ
の
契
約
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

国
内
推
薦
見
送
り
発
表
の
瞬
間

　

７
月
31
日
(月)
、佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る
首
都
圏
の

会
理
事
と
、活
動
を
支
援
す
る
仲
間
52
人
が
、今
年
の
世

界
文
化
遺
産
国
内
推
薦
の
発
表
を
一
堂
に
集
ま
っ
て
聴
こ

う
と
、目
黒
の
Ｓ
店
に
集
合
し
た
。

　

今
年
の
佐
渡
・
新
潟
・
首
都
圏
３
団
体
の
活
動
は
、「
エ

コ
ー
は
が
き
」の
発
売
、「
金
の
道
」ウ
ォ
ー
ク
の
実
施
、首

都
圏
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、ま
さ
に「
人

事
を
尽
く
し
天
命
を
待
つ
」心
境
で
こ
の
日
を
迎
え
、全

員「
国
内
推
薦
獲
得
」を
信
じ
集
合
し
て
い
る
。

　

文
化
庁
発
表
の
16
時
。全
員
が
テ
レ
ビ
画
面
に
見
入
る
。テ
ロ
ッ
プ
を
待
つ
が
な
か

な
か
流
れ
な
い
。す
る
と
誰
か
が
ス
マ
ホ
の
情
報
を
叫
ぶ
。「
駄
目
だ
！
大
阪
が
選
ば
れ

た
！
」信
じ
が
た
い
言
葉
に
続
い
て
、三
浦
市
長
か
ら「
大
阪
百
舌
鳥
に
決
ま
っ
た
。諦

め
ず
に
来
年
も
挑
戦
し
た
い
」と
坂
田
会
長
に
電
話
が
入
っ
た
。

　

念
を
押
す
よ
う
に
テ
レ
ビ
に
流
れ
る「
百
舌
鳥
・
古
市
に
決
定
」の
テ
ロ
ッ
プ
に
、参

加
者
は
驚
き
で
顔
を
見
合
わ
せ
、や
が
て
た
め
息
に
変
わ
る
。「
佐
渡
に
決
定
！
」の
言

葉
だ
け
を
信
じ
て
集
ま
っ
た
仲
間
に
は
余
り
に
も
非
情
の
瞬
間
で
、こ
れ
ま
で
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
悔
し
さ
が
残
っ
た
。

　

し
か
し
最
後
は「
来
年
こ
そ
は
勝
ち
取
る
ぞ
！
」と
三
唱
し
散
会
。大
阪
は
４
度
目

の
挑
戦
で
獲
得
。佐
渡
も
来
年
が
４
度
目
の
挑
戦
と
な
る
。

（
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る
首
都
圏
の
会　

事
務
局
）

首
都
圏
情
報
コ
ー
ナ
ー

国内推薦獲得を信じ、
集まった皆さん

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

無　

効　

不
当
な
契
約
条
項
が
含
ま
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
契
約
条
項
は
無

効
で
す
！

（
無
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
例
）

　
　

家
電
製
品
を
通
信
販
売
で
購
入
し
た

と
こ
ろ
、
最
初
か
ら
商
品
が
壊
れ
て
い

て
使
え
な
い
。

　
　

業
者
に
連
絡
し
た
が
「
契
約
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
、
返
品
、
交
換
は
一
切
で

き
な
い
」
と
い
う
特
約
が
あ
る
こ
と
を

理
由
に
契
約
解
除
を
み
と
め
て
く
れ
な

い
。

○
事
業
者
の
債
務
不
履
行
や
商
品
に
大
き

な
問
題
が
あ
る
場
合
で
も
、
消
費
者
か

ら
の
解
除
が
一
切
で
き
な
い
条
項
は
不

当
性
が
高
く
、
こ
れ
ら
の
条
項
は
無
効

で
す
。

契約後の
キャンセル、
返品、交換は
一切できません

契約書
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戸籍の窓
8.18～9.14届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

聡
力
哲
瑶平
直希
将貴
大雅
亘
祐樹
俊
豪

両　津
相　川
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井

吾潟
相川柴町
河原田諏訪町
河原田本町
長木
沢根五十里
下長木
石田
河原田諏訪町
石田
大和

（いちか）

（れいむ）

（いろは）

（けんしょう）

（こうき）

（つむぎ）

（しゅうへい）

（りんな）

（あきら）

（ゆきと）

（みり）

渡　邉　一　花
持　田　羚　月
佐々木　　　椛
最　上　健　承
髙　本　晃　希
尾　畑　紬　伎
川　上　周　平
本　間　鈴　菜
松　本　　　暁
岩　﨑　倖　叶
前　岨　実　里

83
83
97
79
92
70
94
91
92
84
94
94
81
91
80
87
80
92
62
91
85
104
88
85
81
86
84
90
84
89
94
87
87

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃

　

春日
河崎
両津夷
加茂歌代
黒姫
住吉
浜田
両津夷
北小浦
春日
河崎
加茂歌代
歌見
玉崎
両津夷
両津夷
両津湊
豊岡
片野尾
下横山
吾潟
春日
赤玉
北狄
北田野浦
相川四町目
米郷
北田野浦
橘
相川下戸村
達者
沢根五十里
長木

8.18
8.23
8.25
8.26
8.29
8.31
8.31
9.1
9.1
9.3
9.3
9.4
9.4
9.6
9.6
9.7
9.9
9.9
9.9
9.10
9.10
9.11
9.11
8.20
8.22
8.27
8.27
8.31
9.6
9.11
9.12
8.19
8.26

8.27
8.28
9.2
9.6
9.8
9.11
9.12
9.14
8.23
8.29
8.29
9.2
9.9
9.10
9.11
8.18
8.18
8.22
9.11
9.13
8.30
9.3
8.21
8.21
8.22
8.28
9.6
9.9
9.12
9.3
9.6
9.10
9.13
8.22

89
87
93
95
98
94
82
97
97
79
95
90
86
90
100
80
88
92
83
74
77
91
82
77
99
80
85
101
89
86
89
72
92
90

佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
真　野
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
赤　泊

八幡
八幡町
八幡町
河原田諏訪町
沢根町
真光寺
東大通
沢根
千種
中興
吉井本郷
千種
金井新保
千種
大和
新穂青木
新穂北方
下新穂
新穂瓜生屋
新穂北方
小倉
目黒町
大倉谷
真野新町
真野
小木町
小木町
小木町
小比叡
羽茂大橋
羽茂三瀬
羽茂大崎
羽茂上山田
下川茂

8.19
8.18
8.8
8.12
8.13
8.19
8.30
9.2
9.2
9.8
8.24

8.30
8.31
9.1
9.1
8.17
8.21
8.21
8.30
8.21
9.3
8.31

祐樹
宏貴
貴仁
一行
正広
良太
智広
圭
康雄
正義
務

金　井
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
真　野
羽　茂
赤　泊

千種
千種
千種
千種
新穂田野沢
新穂大野
新穂瓜生屋
新穂
長石
羽茂滝平
赤泊

（あかり）

（せの）

（そら）

（らん）

（みのり）

（なづな）

（りく）

（りきや）

（さゆみ）

（かれん）

（あつき）

小　田　朱　里
近　藤　成　浬
石　見　　　昊
前　田　　　蘭
岩　間　美乃里
後　藤　愛　絆
信　田　　　陸
青　木　力　也
山　田　紗　弓
和　泉　華　恋
中　川　蒼　月

橋　本　節　子
正　治　健　二
髙　橋　キ　ヨ
杉　山　カズエ
伊　藤　武　治
髙　橋　むつ子
中　村　サ　チ
滝　口　三　郎
辻　　　光　夫
五十里屋　光枝
山　本　勘次郎
兵　庫　フサヱ
山　﨑　辰　治
後　藤　美　枝
本　間　　　孝
本　間　　　茂
川　上　フジ子
川　上　ミ　サ
三　國　　　稔
神　藏　シ　ヅ
北　見　百合子
金　子　マ　ス
山　本　　　忍
佐　藤　　　一
前　田　雪　江
梶　川　彌平次
渡　邉　よし子
山　本　キヨエ
岩　﨑　光　子
半　田　辰　雄
和　倉　政　三
風　間　ミ　ツ
神　藏　タ　ヱ

内　藤　アイ子
山　本　與　一
関　川　ア　イ
加　藤　キクヱ
伊　藤　ヨ　シ
小　山　マツエ
逸　見　光　代
山　中　タ　ツ
渡　邉　カ　ヨ
小　松　美　子
髙　橋　孝二郎
莪　山　與士夫
児　玉　トメ子
本　間　キ　ク
加　藤　　　曻
土　屋　利　夫
原　田　龍　男
臼　杵　　　澄
須　田　千　秋
渡　部　哲　也
余　湖　柾　博
渡　部　ヨ　シ
金　子　　　宏
羽　生　千　代
永　井　タケ子
中　務　ミチ子
茶　木　チエ子
影　山　廣　𠮷
佐々木　長　𠮷
齋　藤　晏　子
屋　敷　昭　二
石　渕　キクヱ
本　間　修　一
小　澤　シヅヱ
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　佐渡産の旬の食材にこだわり、料理を提供してい
ます。米粉は、こだわりのグルテンフリーを自社で
製粉し、販売・調理しています。ぜひ一度お試しく
ださい。
■ホームページ：
　http://www.seidentechno.co.jp/kincyanhonpo

　しまびと元気応援団の皆さんが、９月１日（金）に開催
された「島祭りParty」で、郷土料理などを紹介しました。
　一人ひとり参加者の皆さんをハイタッチや大きな拍手
でお迎えし、厳選された佐渡のおいしい食材で作った料理
「煮しめ」「いごねり」「いかめし」などを質問に答えな
がら紹介しました。
　参加者からは、「佐渡は何でもおいしいね」「この料理
の作り方は？」などお話があり、言葉を交わし触れ合いな
がら楽しい時間を過ごしました。
　今後も多くの方に郷土料理を紹介するなど、さまざまな
食育活動を進めていく予定です。
お問い合わせ
　市民福祉部市民生活課健康推進室
　健康増進係　☎６３―３１１５

　自慢は目の前の海、高千漁港の大謀網で獲れた
海の幸満載の食事。自家製ツユで味わう名物イカ
ソーメンなど近海で獲れた魚介は、併設の食堂で
も堪能できます。

キンちゃん本舗・本店
西三川1333番地1 ☎58―2851

旅荘 みなと
高千1006番地1　☎78―2020

お問い合わせ　産業観光部農業政策課　販売流通係　☎６３－５１１７

郷土料理を楽しみながら交流する皆さん

おそろいのトキ手ぬぐいで歓迎！

 
 

 
 

しまびと元気応援団
佐渡の『うまい』を紹介！
2017佐渡国際トライアスロン大会　前夜祭「島祭りParty」
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　会社やお店などの宣伝を市ホームページや広報紙「市報
さど」に掲載してみませんか！
　募集する広告の規格と掲載料など、詳しくはお問い合わせ
ください。
お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室
　　　　　　　広報広聴係　☎６３―５１３９

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールするか、
QRコードで読み取ってください。
 迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。
お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室
　　　　　　　情報政策係　☎63-5139

会社・お店などの広告（有料）を
募集中！

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

イベント・くらしの情報

佐渡米パワーで、大型選手に負けない体づくり！
慶應大学ラグビー部に「朱鷺と暮らす郷」米を贈呈!!

□10月21日（土） 午前10時30分スタート
　佐渡國小木　ジオサイト・千石船の里コース （11km）・（23km）
　集合場所　小木みなと公園（小木港付近）
　受　　付　午前９時30分から
　
□10月22日（日） 午前10時スタート
　佐渡國佐和田・金井　寺社・史跡探訪コース （12km）・（19km）
　集合場所　アミューズメント佐渡（中原234番地１）
　受　　付　午前９時から

　大人（高校生以上）１日1,000円、両日参加2,000円
　中学生以下は無料

※大会当日の受け付けも可能ですが、支給品（完歩証・缶バッジなど）が
　なくなる場合があります。

　一般財団法人　佐渡市スポーツ協会（佐渡スポーツハウス内）
　☎６７―７５１０  FAX５５―４０３５

　「朱鷺と暮らす郷」米の10作目を記念して、お米の消費拡大と、さらなる認知度の向上を図る取り組みとして、
佐渡市とＪＡ佐渡共同で、慶應大学ラグビー部に「朱鷺と暮らす郷」米を贈呈しました。（ラグビー部の皆さんが
約１カ月でお米を消費する量の2.1トンを贈呈しました。）
　贈呈式は、９月９日（土）、神奈川県の慶應義塾
大学體育會蹴球部合宿所・グラウンドで行われ、部
員の皆さんに、「朱鷺と暮らす郷」米おむすびと佐
渡牛乳の試食・試飲をしてもらい、佐渡のめぐまれ
た環境のもと、自然にやさしい農法でトキと一緒に
すこやかに育ったお米のおいしさを味わっていただ
きました。

お問い合わせ・お申し込み

　開催日・コース

参加費

けいおうぎじゅく

だいがくたいいくかいしゅうきゅうぶ

多くの部員の皆さんが見守る中、佐渡米を贈呈！

佐渡トキツーデーウオーク2017
「豊かな自然と薫り高い文化」が調和している佐渡の魅力を感じよう！

※各コースのスタート前に芸能披露と開会式を行います。
※各コースの注意事項など詳細は、お問い合わせください。

■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課広報戦略室　広報広聴係
　〒952-1292 佐渡市千種232番地
ホームページアドレス https://www.city.sado.niigata.jp　公式フェイスブック https://www.facebook.com/sadocity.PR

■発行日　平成29年10月10日


